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（１）経営成績全般  

                                                                           （単位：百万円）

 （注）通期業績予想値は、平成21年11月12日修正発表したものです。  

  

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に持ち直しの動きが見られるものの、雇

用情勢の悪化、引き続き低迷する個人消費など、厳しい状況で推移しました。 
  



①乳製品 

（注）従来の明治乳業の「食品」セグメントに相当。 

市乳（牛乳類・ヨーグルト等）、粉乳（コナミルク等）、練乳、バター、チーズ、アイスクリーム、飲料、

栄養食品（流動食・ヴァーム等）、畜産品等の製造・販売。 

  
    《主な業績のポイント》 

        乳業界では、値ごろ感に配慮した商品や脂肪を抑えた商品が相次いで発売されるなど、市場活

      性化に向けた動きもありましたが、依然として飲用牛乳の消費低迷は続き、また低価格商品への

      需要シフトも進みました。 
  
かかる状況下、乳製品セグメントの概況は以下のとおりです。 

・売上高は、ヨーグルト、粉乳、チーズ、栄養食品、マーガリン類などの好調により、セグメン

ト全体で順調に進捗しました。 



 ③医薬品 

（注）従来の明治製菓の「薬品」セグメントに、明治乳業の「その他」セグメント中の医薬品事業（大蔵製薬等）

      を加えたもの。医療用医薬品および農薬・動物薬等の製造・販売。 

  

    《主な業績のポイント》 

    薬品業界では、医療用医薬品においては医療費抑制策の浸透、また、農薬・動物薬においては

  申請・登録審査基準の厳格化をはじめとした規制・指導が強化されるなど、厳しい環境が続いて

  います。 
  

かかる状況下、医薬品セグメントの概況は以下のとおりです。 

  ・売上高は、新薬２製品（「オラペネム」「リフレックス」）、ジェネリック医薬品、インフル



（２）キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費、売上債権の減少等により321億72百万円

の収入となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等により、204億55百

万円の支出となりました。  

これにより、フリー・キャッシュ・フロー（営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動

によるキャッシュ・フローの合計額）は117億17百万円の収入となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、金融債務の減少等により107億84百万円の支出となり

ました。 

これらの結果、当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は155億5百万円となりま

した。 

  



②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理  

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税

率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

 当社は平成21年４月１日に明治製菓㈱と明治乳業㈱が経営統合し両社を完全子会社とする共

同持株会社として設立されました。当連結会計年度が第１期となるため、該当事項はありませ

ん。 

  

  

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ

ります。 



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 15,577

受取手形及び売掛金 179,259

商品及び製品 77,667

仕掛品 2,260

原材料及び貯蔵品 29,231

その他 28,873

貸倒引当金 △371

流動資産合計 332,497

固定資産  

有形固定資産  

建物及び構築物 302,691

減価償却累計額 △162,894

建物及び構築物（純額） 139,796

機械装置及び運搬具 403,955

減価償却累計額 △297,521

機械装置及び運搬具（純額） 106,434

工具、器具及び備品 56,132

減価償却累計額 △45,507

工具、器具及び備品（純額） 10,624

土地 67,168

リース資産 3,759

減価償却累計額 △717

リース資産（純額） 3,042

建設仮勘定 5,792

有形固定資産合計 332,858

無形固定資産  

のれん 1,007

その他 9,119

無形固定資産合計 10,126

投資その他の資産  

投資有価証券 46,864

その他 30,082

貸倒引当金 △1,179

投資その他の資産合計 75,767

固定資産合計 418,752

資産合計 751,250



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 115,406

短期借入金 82,957

コマーシャル・ペーパー 28,500

未払法人税等 9,730

賞与引当金 5,602

返品調整引当金 289

売上割戻引当金 4,343

その他 81,259

流動負債合計 328,089

固定負債  

社債 55,000

長期借入金 35,146

退職給付引当金 15,202

役員退職慰労引当金 640

その他 20,866

固定負債合計 126,855

負債合計 454,945

純資産の部  

株主資本  

資本金 30,000

資本剰余金 98,900

利益剰余金 170,049

自己株式 △9,473

株主資本合計 289,476

評価・換算差額等  

その他有価証券評価差額金 4,974

繰延ヘッジ損益 △3,147

為替換算調整勘定 △2,814

評価・換算差額等合計 △987

少数株主持分 7,815

純資産合計 296,304

負債純資産合計 751,250

2�





（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 25,764

減価償却費 28,335

減損損失 91

のれん償却額 294

有形固定資産除却損 1,568

投資有価証券評価損益（△は益） 13

貸倒引当金の増減額（△は減少） △53

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,648

退職給付引当金の増減額（△は減少） 129

受取利息及び受取配当金 △876

支払利息 1,942

持分法による投資損益（△は益） △261

有形固定資産売却損益（△は益）



 該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

（単位：百万円）

  

 （注）１ 事業区分の方法 

事業区分の方法は、内部管理上採用している区分によっております。 

  

２ 各事業区分の主要製品 

  

 当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。   

  

 当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

 当社は平成21年４月１日に明治製菓㈱と明治乳業㈱が経営統合し両社を完全子会社とする共同持株会社として

設立されました。この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金は 百万円、資本剰余金は

百万円、利益剰余金は 百万円となっております。なお、発行済株式数は 千株となっております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  乳製品 
菓子・
健康 

薬品
サービス

他 
計

消去又は 
 全社 

連結

売上高    

(1）外部顧客に対する売上高  463,442  209,397  92,417  76,209  841,467  ―  841,467

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 2,872  5,758  2,217  31,492  42,340 ( ) 42,340 ―

計  466,315  215,155  94,634  107,701  883,807 ( ) 42,340  841,467

営業利益  14,739  3,625  8,270  2,681  29,317 ( ) 673  28,643

事業区分 主要製品

乳製品事業 市乳、粉乳、練乳、バター、チーズ、アイスクリーム、飲料、畜産品等 

菓子・健康 

事業 

菓子、砂糖及び糖化穀粉等、健康食品、薬局・薬店向け医薬品等、スポーツクラブの

経営等 

医薬品事業 医薬品及び農畜薬等 

サービス他 

事業 
不動産、飼料、運送、倉庫、機械技術サービス、外食、保険代理店、リース等 
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